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会議名 大甕・太田地区学校適正化に係る保護者懇談会（１日目） 

日時 令和８年２月２０日（金） １８：３０ ～ １９：４５ 

場所 大甕生涯学習センター 大会議室 

参加者（庁内） 教育長、教育委員会事務局長ほか 

参加者（庁外） 大甕・太田地区保護者 １７世帯２１人（オンライン参加者含む） 

 

【説明・協議事項】 

（１）大甕・太田地区学校適正化に係る市の方針などの説明 

   大甕・太田地区の学校適正化の方向性について、市が望ましいと考える、大甕小学校・太田小 

学校・原町第三中学校の組み合わせによる「施設一体型義務教育学校」及び通学区域外から通学 

を認める「小規模特認校制度」について説明。 

（２）市の方針も踏まえた大甕・太田地区学校適正化に係る意見交換 

  （１）の内容も踏まえ、大甕・太田地区の学校適正化の方向性について意見交換。 

①質疑応答 

No 保護者からの意見 事務局からの回答 

1 

大甕小・原二中の学区に居住しており、再編統

合の移行期に上の年齢の子が原二中に行く際、

下の年齢の子が再編統合後の小学校になるが、

中学校は、上の子に合わせて原二中に進学した

い場合、それは可能なのか。 

通学区域については、現小学校の通学区域を維

持するとともに、小中一貫教育を実施すること

から、基本的には後期課程においても引き続き

通学していただくことを基本として考えている

ところであるが、中学校の通学区域の一部が原

町第二中学校の区域となっていることから、各

家庭の事情を考慮し、段階的な見直しも含め区

域外就学の要件を検討する必要があると考えて

いる。詳細な通学区域については、学校適正化

の方向性決定後に準備協議会で検討協議を行う

ことになるが、そこで区域外通学の該当要件に

なるとなれば、上の兄弟に合わせた原二中への

進学が可能になると考えている。 

2 

９年間の義務教育学校となった時に、前期課程

修了後、別の中学校に進学する場合、学習進度

が変わることはあるのか。 

務教育学校となった場合でも、教えなければな

らない内容は同じであり、例えば、義務教育学

校の前期課程（※１）は小学校１年生から６年

生に該当するが、そこで教えなければならない

内容は通常の小学校と同じであることから、途

中で他の中学校に進学する場合でも、学習の進

度に問題はないと捉えている。 

ただし、学校独自で進める探究や総合の時間に

関しては、それぞれの学校が課題解決のために

実施していることから、異なる部分がある。 
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No 保護者からの意見 事務局からの回答 

3 

関係者の協議会はどのようなメンバーで構成さ

れているのか。また、懇談会の内容を踏まえて

協議会が開催されると思うが、保護者や地域住

民からどのように意見を吸い上げるのか。 

メンバーについては、地域の代表として、大甕

地区行政区長会、太田地区行政区長会の会長の

２名、大甕小学校、太田小学校、原町第三中学

校のＰＴＡ会長及び副会長各１名ずつの計６

名、大甕地区の未就学児保護者の代表２名、太

田地区の未就学児保護者の代表２名という形で

構成され、現在の協議会の委員は１２名となっ

ている。加えて、各校の校長にオブザーバーと

いう形で入っていただいている。また、今後の

流れとして、意識調査や保護者懇談会でいただ

いたご意見を踏まえて検討協議会で方向性を協

議し、検討協議会として一定の方向性が見えて

きた場合、その方向性について、再度保護者及

び地区の方に説明する機会を設けさせていただ

く。その中でご意見をいただき、再度検討した

上で方向性を決めていく流れとなる。そこで義

務教育学校設立の方向性となれば、義務教育学

校の設立に向けた検討を進めていくという流れ

になるため、今の段階でしっかりとご意見を伺

いたいと考えている。 

4 

小中一貫となることで、先生の業務量が増えた

り、それにより子どもと関わる時間が少なくな

ったりすることはないのか。 

例えば、小学校の先生は、朝から子どもが帰る

まで一緒にいることから、次の授業の準備をす

る時間が取れないことで、退勤が遅くなるとい

う実態を伺っている。それが義務教育学校にな

ると、後期課程（※２）の先生が小学校の授業

の一部に入ることで、小学校の先生に空き時間

ができ、次の授業を準備する時間が確保できる

ようになる効果が期待される。ただし、義務教

育学校設立直後は一時的に負担が増えることも

想定されるため、そういったところを少しでも

軽減できるよう、準備期間の中で調整させてい

ただき、教育委員会としてもサポートしてい

く。 
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No 保護者からの意見 事務局からの回答 

5 

現在南萱浜に居住しており、原二中と原三中ど

ちらに通学するか選べると聞いたことがある

が、大甕小学区のうち、原二中の学区が北萱浜

と北原の一部となっていることから、南萱浜は

選べるところではないのか確認したい。 

通学区域については、小学校ごとに割り当てに

なっているため、自由に選択できるものではな

いが、一部過去に学区の見直しがあったところ

があり、そちらについては少し柔軟性を持たせ

ていたところがあった。伺っていた話はその件

ではないかと思うが、基本的には決められた通

学区域の学校に入っていただくことになる。 

なお、区域外就学という制度があり、家庭の事

情等、区域外就学が認められる理由に該当する

ときには、他の学区の学校に行くことができる

ということもあるが、自由に選択できるという

わけではない 

6 

現在の大甕小学校、太田小学校の人数を足して

も適正規模にはならず、原二中に進学する子が

出てくることを考えると、小中一貫校にしたと

しても、人数が尻すぼみになってしまうのでは

ないかという懸念がある。例えば、学区の割り

振りを見直して、原二中と原三中を一緒にする

というような考えはないのか。 

今回市が提案する再編統合をしても適正規模に

はならないというのはその通りであるが、方向

性の検討においては、適正規模だけでなく、こ

れまで学校が行ってきた教育活動や地域の特性

を勘案して検討することが重要と捉えている。 

現在は適正化計画上、各地区に学校が必要とい

う観点から、中学校同士の統合は検討していな

い状況もあり、大甕・太田地区に学校を残すと

いう点も踏まえ、ご提案させていただいたとこ

ろである。 

7 

校舎が原三中の位置になると、萱浜や北原周辺

の人は、通学距離が遠くなってしまう。そうす

ると、原一小や高平小に通わせ、中学校は友達

と行ける原二中に通わせるという考えの保護者

も増えるのではないか。 

市の考えとしては、大甕・太田地区に学校を残

し、その中で、小学校と中学校について同じ学

区にしたいと考えている。ただし、原二中学区

に係る部分については、区域外就学等の対応が

できるような形で進めたいと考えている。通学

距離が延びることについては、児童生徒保護者

の負担が増えないよう対応したいと考えてお

り、市では通学距離が適正配置基準を超える場

合、通学に要する経費の助成やスクールバスの

一部運行をしている状況もある。併せて通学路

の安全確保にも引き続き努めていく。 

義務教育学校設立の方向性となった場合、協議

会において通学距離が延びることへの対応策に

ついても検討していく。 

 

 

 

（※１）義務教育学校における小学校段階（１年生～６年生）のこと。 

（※２）義務教育学校における中学校段階（７年生～９年生）のこと。 
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No 保護者からの意見 事務局からの回答 

8 

通学場所が変更になると通学距離が延び、国道

6号線を渡る必要がある。そうすると、道路の

下のトンネル等の安全なルートは遠回りにな

り、最短距離で行こうとすると、狭い農道など

を通ることになる。大きな道路を渡っていくと

遠回りになってしまうことから、スクールバス

や陸橋などの対策を検討する場を設けていただ

き、子どもたちの通学路の安全についてお願い

したい。 

通学路の安全確保や通学支援について、しっか

りと対応・検討していかなければならないと考

えている。地域の方や保護者の方から意見を伺

いながら、丁寧に検討を進め、対応していきた

いと思う。 

 

【決定事項・今後の対応など】 

  いただいた意見については、検討協議会へ報告し、適正化の方向性検討の参考とする。 

 


